
湯沢町議会だより　第93号 

の
と
決
定
」
 

　
保
健
師
、
保
育
士
等
の
職
階

に
あ
る
職
員
に
つ
い
て
、
対
外

的
な
信
用
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
級
別
職

務
分
類
表
の
見
直
し
を
行
い
主

任
保
健
師
、
主
任
保
育
士
等
を

設
け
る
条
例
改
正
。
 

　
 
　
主
な
質
疑
 

　
…
班
長
制
度
に
つ
い
て
、
町

外
に
出
た
場
合
、
相
手
か
ら

見
下
さ
れ
、
前
向
き
に
な
れ

な
い
と
い
う
声
を
耳
に
し
て

い
る
が
、
こ
の
改
正
は
今
回

考
え
な
か
っ
た
か
。
 

　
…
一
部
か
ら
対
外
的
に
わ
か

っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
声

も
あ
る
が
、
肩
書
き
の
名
称

に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。

班
長
も
管
理
職
で
あ
り
、
他

の
町
村
に
も
あ
る
。
自
分
が

管
理
職
で
あ
る
と
い
う
自
覚

の
も
と
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
 

●
議
案
第
8
号
 

　
湯
沢
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑

の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
地
方
自
治
法
第
260
条
の
2
第

3
項
が
改
正
さ
れ
、
4
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

条
例
改
正
。
 

●
議
案
第
9
号
 

　
湯
沢
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
改

正
に
つ
い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
統
計
法
が
全
部
改
正
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
統
計
法
か
ら
の
引

用
等
を
改
め
る
条
例
改
正
。
 

●
議
案
第
10
号
 

　
湯
沢
中
学
校
建
設
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
公
立
学
校
施
設
の
財
産
処
分

の
要
件
が
弾
力
化
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、「
中
学
校
建
設
基
金
」

の
名
称
を
「
学
校
施
設
整
備
基

金
」
と
し
て
小
中
学
校
施
設
の

建
設
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
条
例
改
正
。
 

●
議
案
第
11
号
 

　
湯
沢
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
町
県

民
税
を
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴

収
す
る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、

町
民
税
の
第
1
期
納
期
を
5
月

31
日
か
ら
1
ヶ
月
遅
ら
せ
6
月

30
日
に
変
更
す
る
条
例
の
改
正
。
 

●
請
願
第
2
号
 

　
ア
フ
リ
カ
・
ソ
マ
リ
ア
沖
へ

の
自
衛
艦
派
遣
に
反
対
す
る
請

願
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
少
数
で
不
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
」
 

　
憲
法
を
守
る
新
潟
県
共
同
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
、
ソ

マ
リ
ア
沖
へ
の
自
衛
艦
派
遣
を

行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
、
湯
沢

町
議
会
か
ら
国
に
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
。
 

●
請
願
第
3
号
 

　
平
成
21
年
度
税
制
改
正
関
連

法
案
に
お
い
て
消
費
税
の
税
率

引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
こ
と
を

求
め
る
請
願
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
消
費
税
廃
止
新
潟
県
各
界
連

絡
会
か
ら
、
平
成
21
年
度
税
制

改
正
関
連
法
案
に
お
い
て
、
消

費
税
の
税
率
引
き
上
げ
を
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
、

湯
沢
町
議
会
か
ら
内
閣
総
理
大

臣
に
提
出
を
求
め
る
請
願
。
 

厚
生
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

厚
生
福
祉
常
任
委
員
会
報
告
 

厚
生
福
祉
常
任
委
員
会
報
告
 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告
 

　
 閉
会
中
の
委
員
会
調
査
 

　
　
　
　
平
成
21
年
2
月
26
日
 

1
　
第
4
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
つ
い
て
 

　
高
齢
者
の
現
状
分
析
、
平
成

23
年
度
ま
で
の
高
齢
者
人
口
・

介
護
認
定
者
の
推
計
、
介
護
保

険
事
業
の
需
要
見
込
み
、
以
上

を
基
に
し
て
の
第
4
期
の
介
護

保
険
料
の
算
定
（
基
準
額
4
万

9
8
0
0
円
、
前
期
比
＋
千
円
）

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
 

2
　
町
立
湯
沢
病
院
改
革
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
 

　
公
立
病
院
の
8
割
が
赤
字
経

営
で
自
治
体
の
財
政
の
重
荷
に

な
っ
て
い
る
所
か
ら
、
病
院
を

持
つ
自
治
体
は
総
務
省
の
指
示

に
基
づ
い
て
「
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
経

営
立
て
直
し
の
プ
ラ
ン
を
作
ら

ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
湯
沢

町
の
プ
ラ
ン
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
は
任
せ
ず
、
自
力
で
作
っ

た
改
革
プ
ラ
ン
で
あ
り
、
公
立

病
院
と
し
て
今
後
果
た
す
べ
き

役
割
、
一
般
会
計
か
ら
の
経
費

繰
り
出
し
の
考
え
方
、
経
営
効

率
化
に
向
け
た
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
 

　
 開
会
中
の
委
員
会
審
査
 

　
　
　
　
平
成
21
年
3
月
10
日
 

●
議
案
第
12
号
 

　
湯
沢
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
 

■
審
査
の
結
果
 

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
」
 

　
第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
際
し
、
所
得
段
階
別

保
険
料
率
を
定
め
た
も
の
。
 

 　
主
な
質
疑
 

　
…
こ
れ
だ
け
上
げ
な
け
れ
ば

や
っ
て
い
け
な
い
の
か
。
 

　
…
準
備
基
金
か
ら
3
千
万
円

の
取
り
崩
し
が
あ
る
か
ら
、

基
準
額
に
し
て
年
額
千
円
の

値
上
げ
で
抑
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
 

　
…
取
り
崩
し
た
後
の
基
金
の

残
高
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
 

　
…
500
万
円
く
ら
い
は
残
る
予

定
。
22
、3
年
度
に
も
基
金
に

積
み
立
て
ら
れ
る
残
が
出
る

予
定
な
の
で
、
不
安
は
な
い
。
 

●
議
案
第
13
号
 

　
湯
沢
町
介
護
従
事
者
処
遇
改

善
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
 

 


